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上期の状況

■ 対前年同期・当初予想（4/28）とも減収営業減益

・売上高 対前年同期 ▲114億円 ・・・電子機器・金属（▲101）

対当初予想 ▲43億円 ・・・リビング（+16）、楽器（▲32）、AV・IT（▲25）

・営業利益 対前年同期 ▲98億円 ・・・リビング（+11）、電子機器・金属（▲81）

対当初予想 ▲ 6億円 ・・・リビング（+10）、楽器（▲19）

■ 当期利益は持分法利益の増加により対当初予想増益

■ 上期末在庫は、楽器、AVを中心に対前年同期13億円増加（対当初予想97億円増加）

２Qの状況

■ ２Qは、前年同期に対し、減収営業減益

・売上高 対前年同期 ▲26億円 ・・・電子機器・金属（▲27）

・営業利益 対前年同期 ▲17億円 ・・・リビング（+7）、電子機器・金属（▲30）

■ 減産等の在庫調整を実施したものの、楽器、AVの減収幅大きく、在庫削減に繋がっていない。
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前年同期との比較での為替影響は＋7億円

（楽器＋6億円、ＡＶ･ＩＴ＋1億円）

また、当初予想との比較では＋1億円
（楽器＋7億円、ＡＶ･ＩＴ▲5億円、電子機器・
金属▲1億円）
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前期との比較での為替影響は＋8億円

（楽器＋5億円、ＡＶ･ＩＴ＋3億円）

また、当初予想との比較では＋2億円
（楽器＋8億円、ＡＶ･ＩＴ▲5億円、電子機器・
金属▲1億円）

前期との比較での為替影響は＋5億円
（楽器＋6億円、ＡＶ･ＩＴ▲1億円）

また、当初予想との比較では＋36億円
（楽器＋27億円、ＡＶ･ＩＴ＋9億円）



2,114 2,168 2,219

902 912 932 911

2,032

04/3 05/3 06/3 06/3

105 142
215185

1,049 1,061 1094

442 451 462 446

1,046

04/3 05/3 06/3 06/3

楽器事業楽器事業

営 業 利 益

（億円）

上期の状況上期の状況

売 上 高

・通期業績予想を下方修正
売上高 3,100 億円、営業利益 185 億円の計画

・欧米年末商戦に合わせた新商品の確実な市場導入
高機能キーボードTyros2、デジタルミキサーM7CL

・欧米を中心 にCAビジネスの一層の拡大

・「STAGEA」エントリーモデルは3月出荷予定

・在庫水準適正化

・製造構造改革のスピードアップ

・中国市場政策推進

通期の状況と通期の状況と
下期の重点施策下期の重点施策

97 99 81 100

当初予想 当初予想

（億円）

その他

ヤマハ
楽 器

2,934 3,026 3,100

1,491

・対前年同期および当初予想減収減益

・為替影響を除いた実質売上高は前年同期比1.1%の減収。
需要一巡に伴うエレクトーン大幅減収 （89億円→49億円）が主因

・当初予想比では実質3.7％の減収。国内エレクトーンと欧米電子
楽器が予想を下回る。

・韓国は好調持続、中南米順調

・営業利益は売上構成の変化による売上総利益率の低下、物流
コスト増加などにより対前年同期、当初予想とも減益。

・上期末在庫は売上計画未達により、対前年同期、当初予想とも
増加。特にアメリカでの在庫引き続き高水準

3,130

1,512 1,508 1,540

予想



中国市場

・ヤマハ音楽教室布石
11月グランドオープン → 2010年までに、100会場、20,000人

・ピアノ販売網整備進行
今期末までに60拠点布石予定

・杭州ヤマハ増産体制進展
2006/3期生産目標 ピアノ 8,000台、ギター 45,000本

中・東欧市場

・モスクワ駐在員事務所開設 （9月）

・拡大ＥＵ市場直売体制整備 （チェコ、スロバキア、ハンガリー、スロベニア）

中期での成長と収益力の強化に向けて中期での成長と収益力の強化に向けて

１ 成長市場への布石

２ ＣＡビジネス強化

・フランスＮＥＸＯ社との業務提携 （6月）
今後、システムソリューション展開と業務用スピーカービジネス本格着手

・欧州サポートセンター開設 （4月）



３ 国内市場活性化

４ コストダウン、生産性向上

100

510 489 471
419 417 422

9491888584

2000 2001 2002 2003 2004 2005

子供

大人

音楽教室在籍数

・音楽教室在籍生徒数増加

子供は15年振りに対前年同期増加。大人は初めて

10万人を突破。都市型成人専用教室“コア１００”は、

中期目標100会場に対して、06/3月末で80会場の

見込み。

郊外型新コンセプト教室“ユニ スタイル” は、中期

目標200会場に対して、06/3月末で60会場の見込み。

・生産性向上施策推進 → 成果は徐々に現れてきている

TPS活動展開、生産リードタイム短縮（ピアノ 3ヶ月、その他楽器 2ヶ月）

拠点統合、再編の検討開始

コア人材育成（技能伝承）

ビジネスプロセス改善（ＳＡＰ/Ｒ３導入）、在庫圧縮ＰＪスタート

（6月末在籍 千人）

中期での成長と収益力の強化に向けて中期での成長と収益力の強化に向けて



ＡＶ・ＩＴ事業ＡＶ・ＩＴ事業

・対前年同期および当初予想減収減益

・為替影響を除いた実質売上高は前年同期比4.3%の
減収。国内、中国、アジア市場を中心にホームシア
ター減収

・営業利益は減収に加え、円安に伴う為替損の
発生も あり、対当初予想減益

・期待のスピーカー「YSP」は出荷順調
（上期は23,000 台の出荷）

・ルーターは競争激化で前年同期、当初予想に対し
減収

・通期業績予想を55億円下方修正し835億円の計画
営業利益も40億円へ下方修正

・9月発売のYSP２モデルは通期ベースで10万台を
超える出荷期待

・ＡＶ出荷納期短縮への取り組み
（当期90日→来期 56日）

・ラインアップ拡充とソリューション提案強化による
ルーター事業の再活性化

・中国を含むアジア市場の販売網整備
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電子機器・金属事業電子機器・金属事業

・携帯電話用音源LSIの需要減および単価下落で
対前年同期減収減益。当初予想に対しては増収
増益

・6月発売の携帯電話用音源LSI新製品の出荷は
順調

・中国メーカー向け携帯電話用音源LSI出荷減少

・電子金属は夏場以後市況回復傾向が見え始め
ている。

・通期業績予想を下方修正

・携帯電話用音源LSI新製品の増売によるシェア確保

・アミューズメントなど携帯用以外の既存LSIの増売

・新デバイスの開発と市場導入

・半導体工場0.18μプロセス投資継続
→成果は2007年以降

・電子金属材料は原価低減継続と銅系コネクター材
量産化

（億円）

営 業 利 益
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下期の重点施策下期の重点施策



リビング事業リビング事業

・対前年同期、当初予想とも増収増益

・システムキッチンシェア回復し、対前年同期
大幅な売上伸長

・増収に加え、人件費を中心とする固定費減少
および合理化効果により、営業利益は10億円
を計上

・AWE社向け販売順調

・下期の売上高、営業利益は当初予想どおりの計画

・10月発売のダブル保温の浴室新商品等の確実な
市場導入

・ショールーム拡充等によるリフォームビジネス強化

・製造改革の一層の推進による原価低減
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レクリェーション事業レクリェーション事業

・「はいむるぶし」増室効果等により宿泊は概ね堅調
に推移したものの、日帰り、婚礼の減少により、対
前年同期および当初予想減収

・営業利益は減価償却費の減少と経費合理化で対
前年同期大幅な改善となったが、対当初予想では
損失幅拡大

・通期業績予想を下方修正

・施設ごとに宿泊、日帰りの集客確保施策展開と
一層の営業効率向上により収益改善を目指す
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その他事業その他事業

・セグメント全体では対前年同期減収。対当初予想
では増収

・自動車用内装部品、ゴルフ売上高は前年同期並
みを維持するものの、部品・金型事業は減収

・自動車用内装部品、FA等の製造原価低減効果で
営業黒字化を達成

・通期業績は当初予想どおり

・自動車用内装部品は製造原価低減継続と
最適生産方法の確立

・携帯電話、デジタルカメラ等Mg成形部品の
新規顧客開拓と増産に伴う生産能力確保

（億円）

営 業 利 益
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当初予想 当初予想
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240236
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通期の状況と通期の状況と

下期の重点施策下期の重点施策



下期の重点商品下期の重点商品（１）（１）

●Tyros2
２００２年９月発売以降２万５千台を販売した「Tyros™」の後継

機種として、欧州を中心に１０月出荷開始（北米は１１月出荷）。

特に欧州のセミプロミュージシャンに評価された従来モデルに、
新たに新MEGA VOICEを搭載。１０音色→１９音色へ増加、
ギター・ストリングス等でよりリアルな音を追加。機能としては
ハードディスクレコーダー・プレーヤーにより楽曲の保存能力・
再生能力が向上。

欧州での今期販売計画は６千台。

実勢価格：３，５９９ユーロ

●デジタルミキサー「M７CL」

「Centralogic」による快適な操作性、コンパクト化の実現
によりライブなど中規模のSR（音響設備）市場において、
アナログミキサー顧客をターゲット。
１０月発売後各市場での反響大きく、下期で１,３５０台を
販売の見込み。

M７CL－４８ ：税込実勢価格 ２９０万円
M７CL－３２ ：税込実勢価格 ２４０万円



下期の重点商品下期の重点商品（２）（２）

●デジタルサウンドプロジェクター
「YSP800」、「YSP１０００」

「YSP１」の後継モデル３２インチ対応の「YSP８００」、
４２インチ対応の「YSP１０００」の２機種を９月に発売。
内外で約９万台の出荷を予定。

YSP８００ ：実勢価格 ＄７９９
YSP１０００ ：実勢価格 ＄１４９９

●システムバス「ダブル保温」

「浴槽」と「浴室」をダブルで保温し、お風呂の温度を長時間
冷めにくくした新しいタイプのシステムバス。10月発売

●AudioEngine (MA-7)

128和音の携帯電話用LSI『AudioEngine™
（オーディオエンジン）』独自のハイブリッドシン
セサイザー、高品質サウンドプロセッサー、低消
費電力Class-Dアンプなどから構成され、着メロを
はじめ携帯電話から発するあらゆる音を高音質、
高機能化。
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05/3末 06/3末 06/3末

棚棚 卸卸 資資 産産

（億円）

894 907

他 製品
仕掛品
/材料

ＡＶ・ＩＴ

楽 器

810

（当初予想）

784
699 694

上期末在庫は前年同期および当初予想に対し増加

期末にかけて、在庫圧縮に注力する

上期末

（当初予想）

期 末

（予想）





付 属 資 料



05/3(上期）実績

特別損益

14
4

18

持分法利益

金融収支

その他

計

固定資産処分損益

減損損失

その他

計

法人税等

少数株主持分

計

06/3（上期）実績

85
0

▲16
+ 69

5

3

+ 8

53
3

56

06/3 (上期）当初予想

▲ 1

▲ 4

▲ 5

53
2

55

（億円）

2006/3期 上期営業外損益、特別損益

営業外損益

法人税他

56
1

▲16
+ 41

56
▲ 2

▲24
+ 30

▲ 4
▲325

3

▲326



05/3実績

91
▲ 3

▲32
+ 56

特別損益

▲11
▲67

▲78

134
4

138

持分法利益

金融収支

その他

計

固定資産処分損益

その他

計

法人税等

少数株主持分

計

06/3今回予想

137
▲ 6
▲41
+ 90

0
0

0

121
4

125

06/3当初予想

110
▲ 6
▲49
+55

▲ 4
▲ 6

▲10

121
4

125

（億円）

2006/3期 通期営業外損益、特別損益

・代行返上益 199

・資産処分益等65

・減損損失 ▲327

営業外損益

法人税他



57 57 53

25 25 26
20 22 25

11 1311

112 114 107

51 52 50

45 42 49

22 2422

52 53 64
6 6

1030 22

4717

24

23

113 123 119

11
14 17

50
58 56

45 48
53

06/3

設備投資・減価償却費設備投資・減価償却費//研究開発費研究開発費

（億円）

111

(95)

227

(190)

240

(199)

240

(195)

設備投資・減価償却費

113 117

研究開発費

AV・IT
電子機器・金属

その他

06/3
（当初予想）

楽器

AV・IT
電子機器・金属

その他

楽器

05/3

98
(92)

115

145

(97)

06/3
（予想）

06/3
（当初予想）

05/3

06/3 06/3
（当初予想）

05/3 06/3
（当初予想）

05/3

230 230230

06/3
（予想）

上期 通期



04/3末

長短借入金 ─現預金

実質有利子負債実質有利子負債

（億円）

＊上記の他に

296 289

▲24

フリーキャッシュフロー

308

05/3
上期

280

06/3
上期

291

実 質 有 利 子 負 債

リゾート預託金残高

▲180

06/3
下期

（今回予想）

272

251

168

231

▲46

155

▲67

04/9末 05/3末 05/9末 06/3末
(今回予想）

05/3
下期



現 預 金

売 上 債 権

棚 卸 資 産

他 流 動 資 産

固 定 資 産

資 産 計

仕 入 債 務

借 入 金

他 負 債

資 本 計

負 債 ・ 資 本 計

04/3末

321

787

721

188

3,070

5,087

399

489

1,602

2,597

5,087

05/3末

512

716

784

244

2,800

5,056

377

466

1,461

2,752

5,056

04/9末

425

858

894

248

2,822

5,247

471

657

1,583

2,536

5,247

05/9末

313

814

907

246

2,938

5,218

418

468

1,347

2,985

5,218

06/3末

330

720

699

223

3,015

4,987

386

263

1,298

3,040

4,987

予想貸借対照表予想貸借対照表

（億円）

＊他負債に少数株主持分を含む
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日本市場のヤマハ楽器販売状況

（億円）

（ ）内は前年同期比

(予想)

上 期 実 績 通 期 ベース

752
731 705
(97%) (96%)

310 304 296
(98%) (97%)

1,428
1,394 1,344
(98%) (96%)

592 559 569
(94%) (110%)

ヤマハ楽器

音楽教室他

上期の売上高はエレクトーン｢STAGEA｣の出荷一巡で、対前年同期
95％の水準。他の商品群はほぼ前年同期並み。音楽教室在籍生徒数
が15年振りに増加に転じたこともあり、今後の反転期待。

702
(95%)

282
(88%)

1,367
(98%)

547
(96%)

737
(105%)

1,402
(104%)

322
(109%

)

517
(92%)



アメリカ市場のヤマハ楽器販売状況アメリカ市場のヤマハ楽器販売状況
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219

上 期 実 績 通 期 ベース
（予想）

上期ピアノ売上は前年同期比110％と回復基調、PAもデジタルミキサー中心に前年同期比
120％と好調。ポータブルキーボードは競争激化で苦戦。ギターも期待を大きく下回る。
年末はNEXOスピーカーと新デジタルミキサーM7CLの販売に期待。

241 241 249

(110%) (100%) (103%)

卸金額

（百万US＄）

(107%)
(106%)

(103%)

470

501
532

551

257
(103%)

(106%)
585

（ ）内は前年同期比



ドイツ市場のヤマハ楽器売上推移ドイツ市場のヤマハ楽器売上推移
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92

上 期 実 績 通 期 ベース
（予想）

小売状況は全般的に低調。ピアノ以外の販売低迷。ポータブルキーボードの落ち
こみ大きい。
年末商戦向けに電子楽器の期待商品「Tyros2」を発売、音質の評価が高い。

95 94 87
(103%) (99%)

(92%)

卸金額

（百万ユーロ €）

(102%)
(97%)

(106%)190
194 188

200

85
(98%)

(95%)

189

（ ）内は前年同期比



イギリス市場のヤマハ楽器売上推移イギリス市場のヤマハ楽器売上推移
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26

上 期 実 績 通 期 ベース
（予想）

楽器市況は依然厳しく、ピアノ・電子楽器・管楽器などが対前年同期ショートする中で、
PAが対前年110％と好調に推移。年末は新ミキサーM7CLの大量受注を抱えて挽回
を期待。

28 28 30
(107%) (100%) (107%)

卸金額

（百万ポンド£）

(102%) (103%) (101%)

62

63 65 66

27
(90%)

(98%)
65

（ ）内は前年同期比



中国市場のヤマハ楽器販売状況中国市場のヤマハ楽器販売状況

ピアノは杭州製ピアノの増産で出荷増となるものの、中国製流通在庫増加し、単価
下落の動き。PAは8月末の放送機器展（北京）への出展が奏効しデジタルミキサー
の販売が好調。11月に音楽教室（上海）開講。
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上 期 実 績 通 期 ベース
（予想）

242
285

(93%)

(118%)

卸金額

（百万人民元）

(89%)

(118%)514 456

540

314
(110%)

(114%)
617

（ ）内は前年同期比



 北米

 欧州
 日本

 他
北米

欧州

日本

他

ホームシアター市場規模
（ホームシアターシステム＋アンプ・レシーバー）

629

966

1,214
1,264

数量
（万台）

305 297

02 03 04 05

＜AVｱﾝﾌﾟ･ﾚｼｰﾊﾞｰ＞
・北米：台数ベースで約10％の減少予測。
・欧州：市場は縮小傾向
・日本：落としていたシェアを4～6月に回復（31％）
・アジア、中国：市場拡大、パッケージ販売増加。

325351

＜ﾎｰﾑｼｱﾀｰｼｽﾃﾑ＞
・北米：HTiB、DVD内蔵型とも伸び率が急激に落ち込み

・欧州：主要国ドイツで昨年の予測以上に縮小傾向

・日本：薄型テレビの普及に伴い薄型対応進行

・その他：中国製がアジア、中東欧で大きく成長傾向

02 03 04 06
(予想）

1,327

284

06 05
(予想）(予想） (予想）
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25％ 24％
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AV マーケットシェア

13％
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‘04
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’05(1-8月)



この資料の中で、将来の見通しに関する数値につきましては、

ヤマハ及びヤマハグループ各社の現時点での入手可能な

情報に基いており、この中にはリスクや不確定な要因も

含まれております。

従いまして、実際の業績は、事業を取り巻く経済環境、需要

動向、米ドル、ユーロを中心とする為替動向等により、これら

の業績見通しと大きく異なる可能性があります。
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